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志賀町優良特産品
SATOHAMA  MADE

志賀町おすすめの絶品はコレ！ 紹介
コーナー

大豆を蒸すことから始めて醤油を手作りする
能登でも珍しいお醤油屋さんを紹介します。

紹介
する人

昔ながらの手作り製法を守り、地元に愛され続ける味に。

　☎ 0120-000-651　FAX 46-1001

「楽天市場」サイトなどから注文受付

詳しくは

（鹿頭ム -２）

町内食料品店にて取り扱い

豊かな自然と水
伝統の技がつまった醤油

販売期間 /通年　
税込価格 /410 円 / １L

豊かな香り、まろや
かでうまみあふれる
カネヨ醤油。能登の
やさしさに似て、刺
身にあう風味です。
料理や煮物に最適な
淡口も人気。しょう
が醤油、にんにく醤
油、ゆずポン酢醤油
などバリエーション
も豊富。

上江  哲夫さん　　木村 美智子 さん親子
三代目：かみえ てつお 四代目：きむら　みちこ

profi le

二代目の父・浩のもと、中学生から家業を手伝う。一
度、金沢で学生時代を過ごすが、これだけやりがい
のある仕事はないと家業を継ぎ、妻や従業員と共に
三代目として伝統の味を受け継ぎ守ってきた。59歳。

profi le

15 歳から地元を離れ、学生時代を富山・金沢で過ごす。
横浜のＩＴ関連会社に就き６年勤務。平成 27 年７月
から家業を継ごうと石川県に戻り、大野醤油や富山・
栃木の醤油屋で研修を受けた後、実家を手伝う。29歳。
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